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NaN02 はその強誘電性に関係Eして,多(の重要な研究が国内で行われて
きたt,われわれは Naの核磁気共鳴を測定して .何等かの新 しい知識を得よ
うと試みたo Lか し.元来 ,この塩の双極子としてはNO2イオンが荷ってお
り.Naの N.M.Rに関しては N02の反転に伴っ でその位置も変化するの
で.量的な知識を得ることは困難であった., しかし,orderした状態でも .
'e2qQに異常に大きい温乾変化が認められること .転執 点では少 しではある
が jump らしい様子を示す こと,更により 高 塩 でもe2gQ の淡少が観測 さ
れることなど.他のイオン結晶に比 してかな り特異な性質を示すことが判っ
たo Lか し,Na の測定では NO2それ 自身での測点に比 して得 られる知識
に限界が生ずるこ.tは当然であって,われわれの実験結果もその解釈は困難
であったo e2qQ-以外紅 ,巾及びTlの温変変化をも測定 した｡
E SR と常磁性-反強磁性転移
伊 達 宗 行 (阪大歴 )
ネ- i,温瞳 TNを持っ反強敵陸佐は,一般にT> TⅣで常磁性共鳴 ,T<
TⅣでは反強電性共鳴を示すが ,､T～ T村では常磁性及び反強磁性共鳴共に
かなりいちじるしい Iinebroadeningを示す車が知 られており.これは








width の温鑑 .角変 .磁場 (周波数 )依存性等の実験的諸関係にっい て考
察を行うと次のようになるo shortrangeordereffectが効いている
目安として比熱 Cp の様子 .及びmagneticsusceptibi王ityが maxi-
murnを示す海碇Tx TBaX と TNとのズレを考慮 して,これ ら磁性体を次の
4ゲル-プ紅分類するO
(1J Cpが A型で (Tx T'LaX-TN)/TN卓二1の場合O この場合はshort
rangeordereffectの比敏的少い場合で施 F2,CuC王22H20等 で代
表できる.1
(2) Cpは左右対称型に近 く ･(TxITLaX-TN)/抑 ≦ 10 これの例 とし
てはCoC126H20･MnCI2等がある〔
博 Cpは大分 (づれて来て ･(Tx 汀五･aX-TN)/TN>～ 1r･ shortrange
ordereffectは大分大 きくな り.この分類に属するCuF22H20では
TN- 1lOK･Txでax- 2dOK と大巾にずれてくる･1
(4)Cpは完全に two_pe:ak塑とな り(Tx 7花tLX-TN)/TN≫ 1T4 例 とし
てCu(f唖Ⅰ5)4SO4H20.CIHCdH5COO)25H20があげられるO
以上いづれ もESRでよく調べ られた反強敵隆雄であるが ,一般的な結論 と
して
(a.)T<TNでは例外なしに 00Kに 向って急速な線巾の凍少が見られ るが
residualwidthにっいての確信あるデ-タはまだない,-
(ら) T>TNではshortrarlgeOr.derが増せば増す程線巾は高温へと
broadening tendencyを拡げるEt一般的にいってTx '7LaX よりちょっと
高い患家から以下で急速なbroadeniilgが初 まりTⅣ近傍では数倍か ら数十
倍 .高温時の巾にくらべて広 くなっているo
(C3グループ5あた りまでは このbroadeningも大体 isotropicである
が shortr｡n･geわrdereffectのと(に大 きいグルー プ4などでは患家
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をTNに向けて下げた場合に大 きな anisotropicbroadeningを示 し.
時 としては強いnarrowingを示す事がある♪
以上 ごく大 ざっぱな結果をまとめたが この中でla吊 b) は一般的に充分塵
解 し得る現象である･｡ たー (ゞC匹 ついては少 くとも現在では理解困難な現象が
多く .定性的にも .叉夷に定量的な段階 までに まだかなりの努力を要すると
思われるo
ス ピ ン の 2 体 相 関
川 崎 泰 治 (名大エ )ー
ス ピンの2錬相関函数のキユ 7)一点近傍における .ス ピン間の距離が大き
い時 の漸近的振舞についての最近 の理論的研究にっいて報告する凸 簡単 のた
め .単純な強磁性体に話を限る事にLTc以下の自発磁化の方向をZ軸にと
る｡最初の ミクロな立場からあ歴論的畢扱いは ,分子場近似を用いて.de
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